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「社協だより」は『声の広報』『点字広報』も作成しています。　郵送をご希望の方は、社協（☎0797－32－7530℻0797－32－7529）へ

社協だよりは、福祉推進委員、民生児童委員、自治会の協力を得て配布しています。
赤い羽根共同募金配分金により発行し、配分金を活用している事業には　 マークがついています。

社協（社会福祉協議会）とは社会福祉法第109条に定められている「地域福祉の推進を図ることを目的と
する団体」です。全国・都道府県・市町村に設置され、地域住民や社会福祉関係者の参加により、地域の福祉
推進の中核としての役割を担い、さまざまな活動を行っている非営利の社会福祉法人の民間組織です。

社会福祉法人　芦屋市社会福祉協議会
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9
TEL.0797（32）7530　 FAX.0797（32）7529

社協
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芦屋市障がい福祉情報ナビゲーション

クク イイ ズズ ココ ーー ナナ ーー
地区福祉委員会  生きがいデイサービス（7月～10月の予定）地区福祉委員会  生きがいデイサービス（7月～10月の予定）

①答え　②住所　③氏名　④電話番号　⑤年齢
⑥紙面のご感想　をご記入の上、
〒659-0051 芦屋市呉川町14－9 芦屋市社協「クイズ」係まで
ご応募ください。（8月末日必着）　
【Eメール可　件名に「クイズ回答」と書いてください】

前号（4月号）クイズの正解は、16（8＋8）
多数ご応募いただきありがとうございました。
応募いただいた正解者の中から抽選で10名の方に500円の図
書カードをプレゼントいたします。当選者の発表は、図書カー
ドの発送をもって替えさせていただきます。
ご提供いただく個人情報は、プレゼントの送付とそれに係る業
務のみに利用します。

はがきに応募要領

市内に居住する60歳以上の人を対象に、趣味活動、健康づくり、文化活動を通じて外出する
機会を増やすことを目的に実施しています。

　毎月1回、概ね第4木曜日
（8月・1月を除く）に、芦屋
いずみ会会食ボランティア
による高齢者会食懇談会を
開催しています。

問　題

クイズ回答者紙面感想より
•社協と福祉公社が統合され福祉環境が整備されること、今後、より
便利になりそうで期待しています。
•コラムを興味深く読みました。高齢化社会となり福祉の充実が必要
とされる時代では、福祉事業そのものも経済の成り立ちを担うよう
になっています。対価を期待するのではなく身近な自助は災害時に
も役立つので、意識して生活したいと思いました。

実施日 プログラム
ナンプレ～解き方のコツを知って難問に挑戦！ 2～
マクラメ編み～天使のアクセサリー～
音楽ケア体操
ナンプレ～コツを覚えて超難問に挑戦！ 1～
写経
ヨーヨーモチーフのブローチ

 9 月2日(月)

10月2日(水)

●対　象：市内在住の60歳以上の方
●定　員：各15名　　●時　間：午前10時30分～正午
●場　所：保健福祉センター 1階　高齢者交流室
●費　用：参加費100円＋材料費
●キャンセル料：当日キャンセルは、参加・材料費を頂戴します
●申込み：TEL：0797－32－7525（午前9時～午後5時30分）にて受付（先着順）

申込み開始

●対　象：市内在住の60歳以上の方
●費　用：内容によっては材料費等実費が必要な場合があります。
●申込み：不要（場所により人数制限があります。）
●お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会　TEL：0797－32－7530

お 知 ら せ I N F O R M A T I O N

●対　象：市内在住の70歳以上の方
●費　用：500円　　●時　間：正午～
●定　員：各40名（内 初参加の方5名までを優先受付）
●場　所：保健福祉センター 3階　調理・実習室
●キャンセル：開催日の前日からキャンセル料（500円）の支払い

が発生します。
●申込み：TEL：0797－32－7525

（午前9時～午後5時30分）
もしくはボランティア活動
センターにて受付（先着順）

高齢者会食懇談会
実施日 申込み開始

 9 月26日（木）
10月24日（木）

 9 月5日（木）
10月7日（月）

①と②のそれぞれの□に共通して入る漢字を合わせ
ると何という言葉になりますか？

「マクラメ編み」
～天使のアクセサリー～

写真左から
佐藤副市長、いとう市長、加納会長、中野副会長、堺副会長

「最近気になっていることがあるけど私だけ？」
「病院へ行くほどでもないけど少し心配なことが…」
「こんな時何科を受診すればいい？」
「お薬の飲み方はこれでよかった？」
という声をときどき耳にします。そこでそんなことを気
軽に相談できる場所があればと思い、昨年6月に「おしゃ
べりカフェ　にっち」を開きました。スタッフには薬剤師、
介護相談員、生活支援員もいます。
　場所は大桝町にある、「きらくえん倶楽部大桝町」の1階。毎月第1、第3土曜日
の午後2時から午後4時30分まで開店しています。
　始めてみると、スタッフ含めみなさま、おしゃべりが大好き。ちょっと甘い
ものとお茶があってお互いに気になることを話すことで、心と体にいい情報交
換の場になってきました。
　第1土曜日は、ご希望があれば血圧、体脂肪率、骨格筋率、からだ年齢など測ります。
　第3土曜日は、専門家を講師に座談会やイベントを開きます。

　7月20日は、音楽付き仕掛け紙芝居「あしやようかいものがたり　たろうとがたろう」
　　　　　　　　　紙芝居を行うボランティア団体『コケコッコ』
　8月17日は、「薬剤師に聞いてみませんか？気になっていること」
　　　　　　　　　協力：たいこう薬局

　年齢にこだわらず楽しいテーマを企画しています。
　会費は500円です。おいしい珈琲または紅茶とお菓子をご用意してお待ちし
ています。

　この講演会は、今年４月１日に芦屋市社会福
祉協議会と、芦屋ハートフル福祉公社が事業統
合したことを記念し、開催しました。
　オープニングは、兵庫県立国際高等学校 邦楽部のみなさんによる筝曲演奏を
披露していただきました。琴で奏でる現代風にアレンジした楽曲は、講演会を華
やかに彩ってくれました。
　今回は、同志社大学大学院社会学研究科　上野谷 加代子先生をお招きし、ご
講演いただきました。
　地域福祉を進めていくためには「いつ、だれが、どこで、なにをどのようにする
のか」を考えていかなければならず、特に「どのように」にこだわって実践していく
ことが大切であると教わりました。また、この度の事業統合はまさに絶好の機会で
あり、市民の皆さまからの期待に社協は応えていかなければなりません。そして、
地域福祉の財源である共同募金と民生委員・児童委員活動等の大切さを説明され、
地域活動の重要性を改めて認識することができました。すべての人々が地域、暮ら
し、生きがいを共につくり、高め合うことと、支え手側と受け手側に分かれないお
互いに助け合いながら生活する社会こそ「地域共生社会」であると語られました。そ
して、芦屋市における地域共生社会の実現に向けて、何ができるのか、地域住民、
ボランティア、保健医療関係者、福祉専門職、それぞれに役割があり、みんなが一
緒に取り組んでいくことこそが大切であるという言葉で締めくくられました。
　上野谷先生のご講演を聞くことができ、一人ひとりが「助け上手 助けられ上手」
となり、これからの自分の役割を改めて考える良い機会となりました。

9 月13日（金）
9月20日（金）
9月27日（金）
10月11日（金）
10月18日（金）
10月25日（金）

芦屋市社会福祉協議会

　会　長　加 納  多 惠 子
芦屋市社会福祉協議会

　会　長　加 納  多 惠 子

会　　長　加納多惠子（学 識 経 験 者）留任
副 会 長　堺　　　孰（社会福祉施設・団体）留任
副 会 長　中野久美子（社会福祉奉仕団体）留任
理　　事　岡本　直子（民 生 児 童 委 員）留任
　　〃　　　中田伊都子（民 生 児 童 委 員）留任
　　〃　　　中村　　博（社会福祉施設・団体）留任
　　〃　　　和田　周郎（社会福祉施設・団体）新任
　　〃　　　堀場　眞澄（福 祉 推 進 委 員）留任
　　〃　　　松木久美子（福 祉 推 進 委 員）留任
　　〃　　　塩路　伸世（地 　 域 　 組 　 織）新任
　　〃　　　安達　昌宏（関係行政機関・団体） 留任
　　〃　　　河盛　重造（関係行政機関・団体）留任
常務理事　中山　裕雅（学 識 経 験 者）留任
　　〃　　　鳥越　雅也（学 識 経 験 者）留任
監　　事　藤原　克彦　　　　　　　　　　　留任
　　〃　　　小林　正美　　　　　　　　　　　留任

理　　事　・　監　　事理　　事　・　監　　事
（任期　令和元年6月24日～令和3年度定時評議員会）（任期　令和元年6月24日～令和3年度定時評議員会）

　新しい令和の時代の始まりと共に、芦屋市社会福祉協議会は、事業統合後、新たな
期待に応えるよう歩み出しました。
　地域では、ますます多くの課題を抱える現状をふまえ、「地域共生社会」の中で行政・
関係機関等のご協力をいただきながら、丁寧な相談支援から対応まで推進するよう努
めてまいります。
　職員と役員一同が互いに信頼と連携を持ちながら、地域福祉活動と介護保険事業に
取り組んでまいります。皆さまのご支援、ご理解をよろしくお願い申し上げます。

芦屋市社会福祉協議会の
　　　　　役員が改選されました

ご あ い さ つご あ い さ つ

地　区 プログラム 実　施　日 場　所

精　道

手軽にできる
ストレッチと筋トレ※１

7月19日（金）、26日（金）
8月2日（金）、9日（金）、23日（金）、30日（金）
9月6日（金）、13日（金）、20日（金）、27日（金）
10月4日（金）、11日（金）、18日（金）、25日（金）  
 午後2時～午後3時30分

茶屋集会所

カラオケで健康に 8月13日（火）、9月10日（火）、10月8日（火）
 午後1時30分～午後3時00分 竹園集会所

カラオケで元気はつらつ 9月24日（火） 午後1時30分～午後3時30分 福祉センター2階　
団体会議室2

健康長生き体操
レレレの会

9月5日（木）、10月3日（木）
 午前10時30分～午前11時50分 Les芦屋

山　手 歌で楽しむ 7月18日（木）、8月29日（木）、9月19日（木）
10月17日（木） 午前10時～正午 大原集会所　

宮　川 ゲーム大会 10月21日（月） 午後1時30分～ 西蔵集会所
朝日ケ丘 気功 9月5日（木） 午後1時30分～ 朝日ケ丘集会所

三　条

さわやか体操

7月22日（月）、26日（金）
8月5日（月）、19日（月）、23日（金）、30日（金）
9月2日（月）、9日（月）、13日（金）、27日（金）
10月7日（月）、11日（金）、21日（月）、25日（金）
 午後1時30分～午後3時 三条集会所

三条歌う会エゴラド 7月27日（土）、8月24日（土）、9月28日（土）
10月26日（土） 午前10時～午前11時30分

ひこばえ※１ 7月17日（水）、9月18日（水）、10月16日（水）
 午後2時～午後4時

打出浜
歌おう会 9月2日（月）、10月7日（月）

 午後1時30分～午後3時30分 春日集会所
いきいき体操 7月15日（月）、9月16日（月）、10月21日（月）

 午後1時30分～午後3時
脳トレリズム体操 9月11日（水） 午後1時30分～午後3時 打出集会所

潮　見 音楽でリラクゼーション 10月15日（火） 午後1時30分～午後3時30分 潮見ゆうゆう倶楽部
音楽でリラクゼーション 10月 ※2　 午後2時～午後3時30分 陽光町市営集会所

浜　風 アクセサリー 7月19日（金） 午後1時30分～ 高浜町第3集会所祝儀袋 10月18日（金） 午後1時30分～
※1　新しく参加される場合はご一報ください。
※2　日程は前月に決まる予定です。詳しくはお問い合わせ下さい。

「マクラメ編み」
～天使のアクセサリー～

ヨーヨーモチーフの
ブローチ

あしやねっと♪がOPENされました
障がいのある人、そのご家族のために情報を見つけやすく、わ
かりやすく、使いやすく1つにまとめたオリジナルの情報発信
をするポータルサイトです。幼児期から高齢期までに必要とな
る行政サービスの案内や事業所・団体紹介、イベント情報など
が掲載されています。イベントやバリアフリー情報等について、
みなさまからの情報も随時募集しています。

あしやねっと
https://ashiyanet.jp

①　法□、  □状、  律□、  司□
②　□解、  □音、  □歌、  講□

「おしゃべりカフェ
　　にっち」です！

おしゃべりカフェ　にっち
代表　定藤　登紀子

福祉
講演
会

これからの地域共生社会
～私たちに何ができるのか～
　6月15日（土） 福祉センター 多目的ホール

〔広告〕



お問い合わせ

2019年（令和元年）7月号2019年（令和元年）7月号 第155号 第155号（2） （3）

社協会員を
募集しています。

社協の活動は市民の善意とボランティアに支えられています。お仕事やご家庭の都合で直接参加できない方にも資金面から、
地域福祉の活動にご参加いただくことをお願いしています。年会費は一口千円から…　お問い合わせは社協事務局へ

☎（0797）32－7530
℻（0797）32－7529芦屋市社会福祉協議会

三条デ 夏祭りイ

第10回 あしや保健福祉フェア

普通会員 芦屋市内在住の方 1,000円
団体会員 芦屋市内に団体、事業所等をお持ちの方 3,000円

賛助会員 市外在住の方（個人） 1,000円
 芦屋市外に団体、事業所等をお持ちの方 3,000円

特別会員 5口以上の会費を納められた個人会員の方、 1万円以上の会費を納められた団体会員・事業所等の方

　専門の相談員が、「しごと」「住まい」「お金」「くらし」の困りごとや悩みを
お聞きし、解決に向けて一緒に考えていきます。
　予約不要ですので、お気軽にご相談ください。相談は無料です。秘密は
厳守いたします。

（1）相談支援の充実  
●総合相談窓口（生活困窮者自立相談支援事業）
　延べ相談件数　331件
●障がい者相談支援事業
基幹相談　延べ相談件数　1,434件　　一般相談　延べ相談件数　2,470件
●指定特定、指定障害児相談支援事業
障がい福祉サービスの利用者を対象に、サービス等利用計画の作成及び
継続サービス利用支援の実施　延べ相談件数　576件
●心配ごと相談（民生児童委員による身近な福祉相談）
　延べ相談件数　123件
●生活福祉資金貸付事業（県社協）
　学費や障がいのある人の自動車購入費等資金の貸付　相談527件　貸付19件
　失業による休職中の生活費の貸付　相談36件　貸付2件
●福祉を高める運動の推進（民生児童委員による見まもり、訪問・援助）
　対象世帯　373世帯（夏季18世帯・歳末19世帯に援助金交付）

（1）福祉学習の推進  
●児童・生徒等のボランティア活動助成
ボランティアへの取り組みを行った11校へ助成、資機材貸出、ボランティア講師の紹介
●夏休み中学生福祉ボランティア学習　参加者26人
●ボランティア体験教室・養成講座
　•1講座（要約筆記）　参加者1人
●認知症サポーター養成講座開催
　•基礎編　開催回数24回　
●手話奉仕員養成講座入門　参加者13人

（2）小地域福祉活動の推進  
●地区福祉委員会活動
　•民生児童委員、福祉推進委員による見まもり、訪問、地区委員会だよりの発行
　•高齢者のつどい開催　町・地区で延べ開催回数66回
　•地区生きがいデイサービス実施　　延べ参加者数4,054人

（3）ボランティア活動の推進  
•ボランティア・福祉団体スペースの運営
•ボランティアコーディネート　
•ボランティア活動センター連絡会議の開催
•ボランティア市民活動災害共済受付　

（4）災害時の支え合い活動の推進  
•災害時要配慮者支援の推進
•地区防災訓練への参加
•救急医療情報キットの配布　364個
•平成30年7月豪雨災害における被災地への職員派遣、救援活動のため
のボランティアバスの実施

（5）地域福祉活動への支援の充実  
●ボランティア活動センターの充実
　•あしや市民活動センター主催「あしや笑顔ネット」会議出席　3回
　•フードバンク活動との連携　食糧提供依頼　22件
　•フードドライブの実施　15回　市民からの提供食糧合計　188.8㎏
●活動に関する財源の確保
　•ボランティアグループ活動助成　25件
　•兵庫県県民ボランタリー活動助成申請受付　37件
●コミュニティソーシャルワーカーによる支援
　•地区福祉委員会活動支援
　•地域発信型ネットワークの推進
　•市内各所への出張相談の実施（まごのて、セブンイレブン潮芦屋店）23回
　•地域活動、個別支援業務

●社協だよりの発行
社協活動への理解を広めるとともに、地域の見まもり活動の一環として、
地区福祉委員会、自治会等の協力を得て全戸配布を実施　年4回発行
●会員制度の推進
社協活動への個人・団体からの会員加入による支援
会員数　437（普通336　団体57　賛助8　特別36） 会費総額　929,000円
●歳末たすけあい運動
共同募金委員会に寄せられた募金を福祉・経済的支援や世帯等に配分　1,196,055円

（1）地域発信型ネットワークの推進  
●地域発信型ネットワーク活動　地域での会議　全43回
小学校区域、中学校区域、全市域における各会議において、住民、専門職、
行政が協働して課題解決に取り組むネットワークづくり

　平成30年度は、芦屋市社会福祉協議会「第7次地域福祉推進計画」（平成29年度～令和3年度）の2年目として4つの推
進目標に基づき事業展開を図りました。平成30年度は、豪雨や地震などの災害が多く発生しましたが、芦屋社協として
は初めてボランティアバスを準備し、西日本豪雨災害の被災地支援に市民ボランティアを派遣しました。また、権利擁護
支援センターでは、市民後見人が選任され、芦屋市社会福祉協議会がその後見監督人となるなど、地域での権利擁護支援
をより一層充実するよう取り組みました。そして、小地域福祉ブロック会議では、地域住民と専門機関が一緒に地域課題
について話し合い、住民主体となる会議となるよう取り組みました。最後に、社協が芦屋ハートフル福祉公社との事業統
合を控える中、職員の人材育成を目的として、職員の研修会を継続的に開催しました。

（2）生活支援サービス・活動の推進  
●生活物品等ゆずりあいネットワーク事業
生活困窮者等が必要とする日用品の提供を、地域住民等に呼びかけ物品
を提供し支援　提供件数　33件
●ひとり一役活動推進事業
地域の助け合いの活性化と社会参加の推進のため、施設や高齢者の自宅
において話し相手、軽作業等の活動を実施　　延べ活動件数　3,073件
●アクションプログラムの推進
芦屋市地域福祉計画で取り組む事業を地域住民と協力して推進する場を検討
協議会　12回開催、活動件数　14回
●障がい児日中一時支援事業　延べ利用者数　813人
●ファミリー・サポート・センター事業　延べ活動回数　6,373件
●ワンコインサロン
　高齢者交流室における交流事業　33回開催　延べ参加者数　369人
●高齢者会食懇談会　10回開催　延べ参加者数　354人
●しょうがい者とのスポーツ交流ひろば
　12回開催　延べ参加者数　303人
●打出商店街内の交流拠点「まごのて～打出いこいの場～」の運営
　見まもり協力員による話し相手、イベントの開催
●保健福祉センター受付、総合案内業務
●介護用品の貸出　車いす貸出49件
●当事者組織への支援　地域子ども会活動助成　27件

（3）権利擁護支援の推進  
●福祉サービス利用援助事業
契約件数　40件　専門員による訪問支援　539回　生活支援員による支援　1,621回
●財産保全サービス事業　契約件数　8件
●権利擁護支援センター事業
権利擁護に関する相談窓口、虐待、消費者被害、財産・金銭管理、成年
後見制度の利用等の相談を実施
　•権利擁護専門相談　　延べ2,203件
　•権利擁護専門支援事業　虐待通報件数65件
　•権利擁護支援者養成研修　参加者19人
　•介護相談員派遣事業　活動人員43人、協力施設14施設
　•障がい者施設等相談員派遣事業　活動人員8名、協力施設3施設
●法人後見受任　4件

（4）地域と連携したニーズ把握の推進  
●協力事業者による地域見まもりネットワーク事業　登録事業者138事業所
●ストップ・ザ・無縁社会　全県キャンペーンの取り組み
兵庫県社会福祉協議会が、中心となって進めている「ストップ・ザ・無縁社会
全県キャンペーン」の協賛イベントとして啓発フォーラムを開催　参加者　127人

●時　間：月～金曜日　午前9時～午後5時30分（祝日除く）
●場　所：保健福祉センター 1階　総合相談窓口
●電　話：0797－31－0681

●実施日：毎月第1・3金曜日　午後1時30分～午後3時30分（雨天祝日除く）
●場　所：まごのて～打出いこいの場～　打出商店街内

●実施日：毎月第2火曜日　午後2時～午後4時（祝日除く）
●場　所：セブンイレブン潮芦屋店内

福祉相談窓口　ご案内の

まごのて
出張相談

福祉の
総　合
相談窓口

セブシオ
出張相談

●時　間： 午後1時30分～午後3時30分
●場　所：保健福祉センター 2階　団体会議室1
●定　員：20名　参加費：2,000円（社協会員は1,000円）
●受付開始：8月1日（木）
●申込み・お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会ボランティア活動センター
　TEL：0797－32－7525

●実施日：7月27日（土）　 　●場　所：保健福祉センター 2階　団体会議室1
●定　員：20名　　　　　　●対　象：芦屋市在住・在勤の方　
●申込み・お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会　TEL：0797－32－7525

認知症の方への対応方法など、
認知症について学べます。
●時間：午前10時30分～正午

認知症サポーターからステップアップするため
の講座です。
●時間：午後1時30分～午後3時

認知症サポーターとは、認知症の人の「応援者」で、
認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温かい目で見守る人のことです。

研　修 ●内　容：権利擁護支援の基本から成年後見など具体的な実務まで
　　　 ●場　所：保健福祉センター
　　　 ●期　間：9月～翌年2月の土曜日＜全11回＞
　　　 ●受講料：無料
　　　 ●対　象：市内在住・在勤の方
説明会 ●日　時：8月17日（土）午前10時～１時間程度
　　　 ●場　所：保健福祉センター 3階　会議室1
　　　 ●お問い合わせ：権利擁護支援センター　TEL：0797－31－0682

　判断能力が不十分な状態にある高齢者や障がいのある人を地域で支える、
「権利擁護支援の担い手」を養成するための研修です。

平成30年度

事業報告
福祉への理解と
多様な地域福祉活動の推進

推進
目標1

多様なニーズに対応した
社協らしい相談支援・生活支援の推進

推進
目標2

地域福祉を推進するための
ネットワークの強化

推進
目標3

社協基盤の強化推進
目標4

支 出 の 部

勘定科目
サービス区分

合 計法 人 運 営
事 業

地 域 在 宅
福 祉 事 業

共 同 募 金
配分金事業

障 害 者
福 祉 事 業

人 件 費 支 出 36,729,378 62,404,394 0 17,147,122 116,280,894
事 業 費 支 出 0 11,323,907 4,129,230 1,813,123 17,266,260
事 務 費 支 出 1,454,781 219,204 0 48,939 1,722,924
貸 付 事 業 支 出 0 10,000 0 0 10,000
共同募金配分金事業費 0 0 400,000 0 400,000
分 担 金 支 出 49,000 0 0 0 49,000
助 成 金 支 出 10,000 40,063 4,250,211 0 4,300,274
負 担 金 支 出 547,600 554,000 40,000 0 1,141,600
そ の 他 の 支 出 148,910 6,480 0 0 155,390
その他の活動による支出 2,117,050 1,392,340 0 283,470 3,792,860
合 計 41,056,719 75,950,388 8,819,441 19,292,654 145,119,202

収 入 の 部

勘定科目
サービス区分

合 計法 人 運 営
事 業

地 域 在 宅
福 祉 事 業

共 同 募 金
配分金事業

障 害 者
福 祉 事 業

会 費 収 入 279,000 350,000 0 300,000 929,000
寄 附 金 収 入 75,178,117 0 0 0 75,178,117
経常経費補助金収入 38,483,000 14,813,000 8,819,441 0 62,115,441
受 託 金 収 入 0 58,411,089 0 0 58,411,089
貸 付 事 業 収 入 0 10,000 0 0 10,000
事 業 収 入 0 873,835 0 89,928 963,763
負 担 金 収 入 199,000 0 0 0 199,000
障害者福祉サービス等収入 0 0 0 23,213,415 23,213,415
受取利息配当金収入 894,170 121,605 0 158,396 1,174,171
そ の 他 の 収 入 469,369 563,834 0 0 1,033,203
その他の活動収入 902,370 980,256 0 0 1,882,626
合 計 116,405,026 76,123,619 8,819,441 23,761,739 225,109,825

決算収支の内訳 （単位　円）

●日　時：8月24日（土）　午前10時30分～午後1時
●場　所：保健福祉センター 3階　調理・実習室
●講　師：ナゼマ・トラバリー氏
●持ち物：エプロン、三角巾、タオル
●対　象：ファミサポ会員または芦屋市在住・在勤の方
●定　員：20名（ファミサポ会員優先）
●材料費：500円　※8月15日（木）からのキャンセルは材料費をご負担願います。
●申込み・お問い合わせ：芦屋市ファミリー・サポート・センター
　　　　　　　　　　　　TEL：0797－25－0521

ボランティア
養成講座（基礎編）

全22回

9月19日～２月27日
毎週木曜日

（12月26日、1月2日を除く）

入門編を受講した人、または同程度の講座
を受講したことがある人を対象とした、ス
テップアップの講座です。

権利擁護支援者養成研修・
　　　　　　説明会のお知らせ

　お子様からお年寄りまで楽しめる内容となっています
ので、みなさまお誘いあわせの上、ぜひご来場ください。

●日　時：7月27日（土）　午前10時～午後4時
●会　場：はなみずき芦屋（保健福祉センター・木口記念会館・あしや温泉）
●内　容：「エントランスコンサート」「健康・福祉・相談コーナー」
　　　　　社協では、「地域福祉アクションアワードvol.5」「フードドライ

ブ（ご家庭で余った食品の募集）」「しょうがい者とのスポーツ
交流ひろば」「ボランティアグループ活動紹介」「認知症サポー
ター養成講座」「ファミサポ会員登録」「手づくり工作コーナー」
等を実施します。

●お問い合わせ：保健福祉センター　TEL：0797－31－0612

認知症サポーター養成講座認知症サポーター養成講座
作って 食べよう インドカレー 

実 施 日 内　容

芦屋市ファミリー・サポート・センター

夏祭り応援隊（地域のボラン
ティアの方々）にお越しいた
だき、8月の第1週目の3日間
夏祭りをいたします。太鼓の
音に合わせて賑やかに盆踊り
をします。皆さまのご参加を
お待ちしています。

3/19　木口福祉財団設立20周年記念事業「感謝のつどい」実行委員会様 22,526円
3/22　ボランティアグループひまわり様   33,883円
4/11 ニット・カフェ様 10,000円 4/17　福祉サークル様 10,000円
4/24 匿名 5,000円 5/14　三上　邦江様 100,000円
5/15 匿名 6,699円 5/16　匿名 2,000円

普通会員 7名（金額10,000円）
期間中に加入した人数（7）
文野  巳弥子様　　藤井　順子様
佐和田　勇様　　千葉　孝子様　他

団体会員 9団体（金額48,000円）
期間中に加入した団体（9）
芦屋市手をつなぐ育成会様

宮塚町自治会様　
芦屋いずみ会様
芦屋いずみ会会食ボランティアグループ様
芦屋市原爆被害者の会様
たわしの輪様
手話サークルクレッシェンド様
手話サークルアミ芦屋様
芦屋田中金盛堂様

ご協力ありがとうございます

平成31年4月1日～令和元年5月31日の加入者・団体 (掲載希望者のみ)
令和元年5月31日現在の会員数 16名  金額 58,000円

令和元年度社協会費への
ご協力をお願いします

　社協会員は、社協が行う福祉活動を資金面で支援してくだ
さる方々です。お寄せいただいた会費は、社協事業の大きな
財源として、活用させていただいています。平成30年度は
437名（929,000円）のご協力をいただきました。ぜひ社協事
業にご理解いただきご加入いただきますようお願いいたします。
　なお、当会費は税額控除の対象になります。

種　　類 会費（1口）

●振込先口座名義
　社会福祉法人 芦屋市社会福祉協議会 会長　加納多惠子
　○ゆうちょ銀行　00960　1　14206 1
　☆社協の窓口でもお預かりさせていただきます。

社会福祉協議会へのご寄附ありがとうございました

認知症サポーター養成講座 認知症サポーターステップアップ講座

子どももおいしく
食べられる本格
インドカレーだよ

みんなで
楽しく



お問い合わせ

2019年（令和元年）7月号2019年（令和元年）7月号 第155号 第155号（2） （3）

社協会員を
募集しています。

社協の活動は市民の善意とボランティアに支えられています。お仕事やご家庭の都合で直接参加できない方にも資金面から、
地域福祉の活動にご参加いただくことをお願いしています。年会費は一口千円から…　お問い合わせは社協事務局へ

☎（0797）32－7530
℻（0797）32－7529芦屋市社会福祉協議会

三条デ 夏祭りイ

第10回 あしや保健福祉フェア

普通会員 芦屋市内在住の方 1,000円
団体会員 芦屋市内に団体、事業所等をお持ちの方 3,000円

賛助会員 市外在住の方（個人） 1,000円
 芦屋市外に団体、事業所等をお持ちの方 3,000円

特別会員 5口以上の会費を納められた個人会員の方、 1万円以上の会費を納められた団体会員・事業所等の方

　専門の相談員が、「しごと」「住まい」「お金」「くらし」の困りごとや悩みを
お聞きし、解決に向けて一緒に考えていきます。
　予約不要ですので、お気軽にご相談ください。相談は無料です。秘密は
厳守いたします。

（1）相談支援の充実  
●総合相談窓口（生活困窮者自立相談支援事業）
　延べ相談件数　331件
●障がい者相談支援事業
基幹相談　延べ相談件数　1,434件　　一般相談　延べ相談件数　2,470件
●指定特定、指定障害児相談支援事業
障がい福祉サービスの利用者を対象に、サービス等利用計画の作成及び
継続サービス利用支援の実施　延べ相談件数　576件
●心配ごと相談（民生児童委員による身近な福祉相談）
　延べ相談件数　123件
●生活福祉資金貸付事業（県社協）
　学費や障がいのある人の自動車購入費等資金の貸付　相談527件　貸付19件
　失業による休職中の生活費の貸付　相談36件　貸付2件
●福祉を高める運動の推進（民生児童委員による見まもり、訪問・援助）
　対象世帯　373世帯（夏季18世帯・歳末19世帯に援助金交付）

（1）福祉学習の推進  
●児童・生徒等のボランティア活動助成
ボランティアへの取り組みを行った11校へ助成、資機材貸出、ボランティア講師の紹介
●夏休み中学生福祉ボランティア学習　参加者26人
●ボランティア体験教室・養成講座
　•1講座（要約筆記）　参加者1人
●認知症サポーター養成講座開催
　•基礎編　開催回数24回　
●手話奉仕員養成講座入門　参加者13人

（2）小地域福祉活動の推進  
●地区福祉委員会活動
　•民生児童委員、福祉推進委員による見まもり、訪問、地区委員会だよりの発行
　•高齢者のつどい開催　町・地区で延べ開催回数66回
　•地区生きがいデイサービス実施　　延べ参加者数4,054人

（3）ボランティア活動の推進  
•ボランティア・福祉団体スペースの運営
•ボランティアコーディネート　
•ボランティア活動センター連絡会議の開催
•ボランティア市民活動災害共済受付　

（4）災害時の支え合い活動の推進  
•災害時要配慮者支援の推進
•地区防災訓練への参加
•救急医療情報キットの配布　364個
•平成30年7月豪雨災害における被災地への職員派遣、救援活動のため
のボランティアバスの実施

（5）地域福祉活動への支援の充実  
●ボランティア活動センターの充実
　•あしや市民活動センター主催「あしや笑顔ネット」会議出席　3回
　•フードバンク活動との連携　食糧提供依頼　22件
　•フードドライブの実施　15回　市民からの提供食糧合計　188.8㎏
●活動に関する財源の確保
　•ボランティアグループ活動助成　25件
　•兵庫県県民ボランタリー活動助成申請受付　37件
●コミュニティソーシャルワーカーによる支援
　•地区福祉委員会活動支援
　•地域発信型ネットワークの推進
　•市内各所への出張相談の実施（まごのて、セブンイレブン潮芦屋店）23回
　•地域活動、個別支援業務

●社協だよりの発行
社協活動への理解を広めるとともに、地域の見まもり活動の一環として、
地区福祉委員会、自治会等の協力を得て全戸配布を実施　年4回発行
●会員制度の推進
社協活動への個人・団体からの会員加入による支援
会員数　437（普通336　団体57　賛助8　特別36） 会費総額　929,000円
●歳末たすけあい運動
共同募金委員会に寄せられた募金を福祉・経済的支援や世帯等に配分　1,196,055円

（1）地域発信型ネットワークの推進  
●地域発信型ネットワーク活動　地域での会議　全43回
小学校区域、中学校区域、全市域における各会議において、住民、専門職、
行政が協働して課題解決に取り組むネットワークづくり

　平成30年度は、芦屋市社会福祉協議会「第7次地域福祉推進計画」（平成29年度～令和3年度）の2年目として4つの推
進目標に基づき事業展開を図りました。平成30年度は、豪雨や地震などの災害が多く発生しましたが、芦屋社協として
は初めてボランティアバスを準備し、西日本豪雨災害の被災地支援に市民ボランティアを派遣しました。また、権利擁護
支援センターでは、市民後見人が選任され、芦屋市社会福祉協議会がその後見監督人となるなど、地域での権利擁護支援
をより一層充実するよう取り組みました。そして、小地域福祉ブロック会議では、地域住民と専門機関が一緒に地域課題
について話し合い、住民主体となる会議となるよう取り組みました。最後に、社協が芦屋ハートフル福祉公社との事業統
合を控える中、職員の人材育成を目的として、職員の研修会を継続的に開催しました。

（2）生活支援サービス・活動の推進  
●生活物品等ゆずりあいネットワーク事業
生活困窮者等が必要とする日用品の提供を、地域住民等に呼びかけ物品
を提供し支援　提供件数　33件
●ひとり一役活動推進事業
地域の助け合いの活性化と社会参加の推進のため、施設や高齢者の自宅
において話し相手、軽作業等の活動を実施　　延べ活動件数　3,073件
●アクションプログラムの推進
芦屋市地域福祉計画で取り組む事業を地域住民と協力して推進する場を検討
協議会　12回開催、活動件数　14回
●障がい児日中一時支援事業　延べ利用者数　813人
●ファミリー・サポート・センター事業　延べ活動回数　6,373件
●ワンコインサロン
　高齢者交流室における交流事業　33回開催　延べ参加者数　369人
●高齢者会食懇談会　10回開催　延べ参加者数　354人
●しょうがい者とのスポーツ交流ひろば
　12回開催　延べ参加者数　303人
●打出商店街内の交流拠点「まごのて～打出いこいの場～」の運営
　見まもり協力員による話し相手、イベントの開催
●保健福祉センター受付、総合案内業務
●介護用品の貸出　車いす貸出49件
●当事者組織への支援　地域子ども会活動助成　27件

（3）権利擁護支援の推進  
●福祉サービス利用援助事業
契約件数　40件　専門員による訪問支援　539回　生活支援員による支援　1,621回
●財産保全サービス事業　契約件数　8件
●権利擁護支援センター事業
権利擁護に関する相談窓口、虐待、消費者被害、財産・金銭管理、成年
後見制度の利用等の相談を実施
　•権利擁護専門相談　　延べ2,203件
　•権利擁護専門支援事業　虐待通報件数65件
　•権利擁護支援者養成研修　参加者19人
　•介護相談員派遣事業　活動人員43人、協力施設14施設
　•障がい者施設等相談員派遣事業　活動人員8名、協力施設3施設
●法人後見受任　4件

（4）地域と連携したニーズ把握の推進  
●協力事業者による地域見まもりネットワーク事業　登録事業者138事業所
●ストップ・ザ・無縁社会　全県キャンペーンの取り組み
兵庫県社会福祉協議会が、中心となって進めている「ストップ・ザ・無縁社会
全県キャンペーン」の協賛イベントとして啓発フォーラムを開催　参加者　127人

●時　間：月～金曜日　午前9時～午後5時30分（祝日除く）
●場　所：保健福祉センター 1階　総合相談窓口
●電　話：0797－31－0681

●実施日：毎月第1・3金曜日　午後1時30分～午後3時30分（雨天祝日除く）
●場　所：まごのて～打出いこいの場～　打出商店街内

●実施日：毎月第2火曜日　午後2時～午後4時（祝日除く）
●場　所：セブンイレブン潮芦屋店内

福祉相談窓口　ご案内の

まごのて
出張相談

福祉の
総　合
相談窓口

セブシオ
出張相談

●時　間： 午後1時30分～午後3時30分
●場　所：保健福祉センター 2階　団体会議室1
●定　員：20名　参加費：2,000円（社協会員は1,000円）
●受付開始：8月1日（木）
●申込み・お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会ボランティア活動センター
　TEL：0797－32－7525

●実施日：7月27日（土）　 　●場　所：保健福祉センター 2階　団体会議室1
●定　員：20名　　　　　　●対　象：芦屋市在住・在勤の方　
●申込み・お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会　TEL：0797－32－7525

認知症の方への対応方法など、
認知症について学べます。
●時間：午前10時30分～正午

認知症サポーターからステップアップするため
の講座です。
●時間：午後1時30分～午後3時

認知症サポーターとは、認知症の人の「応援者」で、
認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温かい目で見守る人のことです。

研　修 ●内　容：権利擁護支援の基本から成年後見など具体的な実務まで
　　　 ●場　所：保健福祉センター
　　　 ●期　間：9月～翌年2月の土曜日＜全11回＞
　　　 ●受講料：無料
　　　 ●対　象：市内在住・在勤の方
説明会 ●日　時：8月17日（土）午前10時～１時間程度
　　　 ●場　所：保健福祉センター 3階　会議室1
　　　 ●お問い合わせ：権利擁護支援センター　TEL：0797－31－0682

　判断能力が不十分な状態にある高齢者や障がいのある人を地域で支える、
「権利擁護支援の担い手」を養成するための研修です。

平成30年度

事業報告
福祉への理解と
多様な地域福祉活動の推進

推進
目標1

多様なニーズに対応した
社協らしい相談支援・生活支援の推進

推進
目標2

地域福祉を推進するための
ネットワークの強化

推進
目標3

社協基盤の強化推進
目標4

支 出 の 部

勘定科目
サービス区分

合 計法 人 運 営
事 業

地 域 在 宅
福 祉 事 業

共 同 募 金
配分金事業

障 害 者
福 祉 事 業

人 件 費 支 出 36,729,378 62,404,394 0 17,147,122 116,280,894
事 業 費 支 出 0 11,323,907 4,129,230 1,813,123 17,266,260
事 務 費 支 出 1,454,781 219,204 0 48,939 1,722,924
貸 付 事 業 支 出 0 10,000 0 0 10,000
共同募金配分金事業費 0 0 400,000 0 400,000
分 担 金 支 出 49,000 0 0 0 49,000
助 成 金 支 出 10,000 40,063 4,250,211 0 4,300,274
負 担 金 支 出 547,600 554,000 40,000 0 1,141,600
そ の 他 の 支 出 148,910 6,480 0 0 155,390
その他の活動による支出 2,117,050 1,392,340 0 283,470 3,792,860
合 計 41,056,719 75,950,388 8,819,441 19,292,654 145,119,202

収 入 の 部

勘定科目
サービス区分

合 計法 人 運 営
事 業

地 域 在 宅
福 祉 事 業

共 同 募 金
配分金事業

障 害 者
福 祉 事 業

会 費 収 入 279,000 350,000 0 300,000 929,000
寄 附 金 収 入 75,178,117 0 0 0 75,178,117
経常経費補助金収入 38,483,000 14,813,000 8,819,441 0 62,115,441
受 託 金 収 入 0 58,411,089 0 0 58,411,089
貸 付 事 業 収 入 0 10,000 0 0 10,000
事 業 収 入 0 873,835 0 89,928 963,763
負 担 金 収 入 199,000 0 0 0 199,000
障害者福祉サービス等収入 0 0 0 23,213,415 23,213,415
受取利息配当金収入 894,170 121,605 0 158,396 1,174,171
そ の 他 の 収 入 469,369 563,834 0 0 1,033,203
その他の活動収入 902,370 980,256 0 0 1,882,626
合 計 116,405,026 76,123,619 8,819,441 23,761,739 225,109,825

決算収支の内訳 （単位　円）

●日　時：8月24日（土）　午前10時30分～午後1時
●場　所：保健福祉センター 3階　調理・実習室
●講　師：ナゼマ・トラバリー氏
●持ち物：エプロン、三角巾、タオル
●対　象：ファミサポ会員または芦屋市在住・在勤の方
●定　員：20名（ファミサポ会員優先）
●材料費：500円　※8月15日（木）からのキャンセルは材料費をご負担願います。
●申込み・お問い合わせ：芦屋市ファミリー・サポート・センター
　　　　　　　　　　　　TEL：0797－25－0521

ボランティア
養成講座（基礎編）

全22回

9月19日～２月27日
毎週木曜日

（12月26日、1月2日を除く）

入門編を受講した人、または同程度の講座
を受講したことがある人を対象とした、ス
テップアップの講座です。

権利擁護支援者養成研修・
　　　　　　説明会のお知らせ

　お子様からお年寄りまで楽しめる内容となっています
ので、みなさまお誘いあわせの上、ぜひご来場ください。

●日　時：7月27日（土）　午前10時～午後4時
●会　場：はなみずき芦屋（保健福祉センター・木口記念会館・あしや温泉）
●内　容：「エントランスコンサート」「健康・福祉・相談コーナー」
　　　　　社協では、「地域福祉アクションアワードvol.5」「フードドライ

ブ（ご家庭で余った食品の募集）」「しょうがい者とのスポーツ
交流ひろば」「ボランティアグループ活動紹介」「認知症サポー
ター養成講座」「ファミサポ会員登録」「手づくり工作コーナー」
等を実施します。

●お問い合わせ：保健福祉センター　TEL：0797－31－0612

認知症サポーター養成講座認知症サポーター養成講座
作って 食べよう インドカレー 

実 施 日 内　容

芦屋市ファミリー・サポート・センター

夏祭り応援隊（地域のボラン
ティアの方々）にお越しいた
だき、8月の第1週目の3日間
夏祭りをいたします。太鼓の
音に合わせて賑やかに盆踊り
をします。皆さまのご参加を
お待ちしています。

3/19　木口福祉財団設立20周年記念事業「感謝のつどい」実行委員会様 22,526円
3/22　ボランティアグループひまわり様   33,883円
4/11 ニット・カフェ様 10,000円 4/17　福祉サークル様 10,000円
4/24 匿名 5,000円 5/14　三上　邦江様 100,000円
5/15 匿名 6,699円 5/16　匿名 2,000円

普通会員 7名（金額10,000円）
期間中に加入した人数（7）
文野  巳弥子様　　藤井　順子様
佐和田　勇様　　千葉　孝子様　他

団体会員 9団体（金額48,000円）
期間中に加入した団体（9）
芦屋市手をつなぐ育成会様

宮塚町自治会様　
芦屋いずみ会様
芦屋いずみ会会食ボランティアグループ様
芦屋市原爆被害者の会様
たわしの輪様
手話サークルクレッシェンド様
手話サークルアミ芦屋様
芦屋田中金盛堂様

ご協力ありがとうございます

平成31年4月1日～令和元年5月31日の加入者・団体 (掲載希望者のみ)
令和元年5月31日現在の会員数 16名  金額 58,000円

令和元年度社協会費への
ご協力をお願いします

　社協会員は、社協が行う福祉活動を資金面で支援してくだ
さる方々です。お寄せいただいた会費は、社協事業の大きな
財源として、活用させていただいています。平成30年度は
437名（929,000円）のご協力をいただきました。ぜひ社協事
業にご理解いただきご加入いただきますようお願いいたします。
　なお、当会費は税額控除の対象になります。

種　　類 会費（1口）

●振込先口座名義
　社会福祉法人 芦屋市社会福祉協議会 会長　加納多惠子
　○ゆうちょ銀行　00960　1　14206 1
　☆社協の窓口でもお預かりさせていただきます。

社会福祉協議会へのご寄附ありがとうございました

認知症サポーター養成講座 認知症サポーターステップアップ講座

子どももおいしく
食べられる本格
インドカレーだよ

みんなで
楽しく



2019年（令和元年）7月号2019年（令和元年）7月号 第155号 第155号

次号は2019年10月発行予定です。
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「社協だより」は『声の広報』『点字広報』も作成しています。　郵送をご希望の方は、社協（☎0797－32－7530℻0797－32－7529）へ

社協だよりは、福祉推進委員、民生児童委員、自治会の協力を得て配布しています。
赤い羽根共同募金配分金により発行し、配分金を活用している事業には　 マークがついています。

社協（社会福祉協議会）とは社会福祉法第109条に定められている「地域福祉の推進を図ることを目的と
する団体」です。全国・都道府県・市町村に設置され、地域住民や社会福祉関係者の参加により、地域の福祉
推進の中核としての役割を担い、さまざまな活動を行っている非営利の社会福祉法人の民間組織です。

社会福祉法人　芦屋市社会福祉協議会
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9
TEL.0797（32）7530　 FAX.0797（32）7529

社協
とは… 発 行
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芦屋市障がい福祉情報ナビゲーション

クク イイ ズズ ココ ーー ナナ ーー
地区福祉委員会  生きがいデイサービス（7月～10月の予定）地区福祉委員会  生きがいデイサービス（7月～10月の予定）

①答え　②住所　③氏名　④電話番号　⑤年齢
⑥紙面のご感想　をご記入の上、
〒659-0051 芦屋市呉川町14－9 芦屋市社協「クイズ」係まで
ご応募ください。（8月末日必着）　
【Eメール可　件名に「クイズ回答」と書いてください】

前号（4月号）クイズの正解は、16（8＋8）
多数ご応募いただきありがとうございました。
応募いただいた正解者の中から抽選で10名の方に500円の図
書カードをプレゼントいたします。当選者の発表は、図書カー
ドの発送をもって替えさせていただきます。
ご提供いただく個人情報は、プレゼントの送付とそれに係る業
務のみに利用します。

はがきに応募要領

市内に居住する60歳以上の人を対象に、趣味活動、健康づくり、文化活動を通じて外出する
機会を増やすことを目的に実施しています。

　毎月1回、概ね第4木曜日
（8月・1月を除く）に、芦屋
いずみ会会食ボランティア
による高齢者会食懇談会を
開催しています。

問　題

クイズ回答者紙面感想より
•社協と福祉公社が統合され福祉環境が整備されること、今後、より
便利になりそうで期待しています。
•コラムを興味深く読みました。高齢化社会となり福祉の充実が必要
とされる時代では、福祉事業そのものも経済の成り立ちを担うよう
になっています。対価を期待するのではなく身近な自助は災害時に
も役立つので、意識して生活したいと思いました。

実施日 プログラム
ナンプレ～解き方のコツを知って難問に挑戦！ 2～
マクラメ編み～天使のアクセサリー～
音楽ケア体操
ナンプレ～コツを覚えて超難問に挑戦！ 1～
写経
ヨーヨーモチーフのブローチ

 9 月2日(月)

10月2日(水)

●対　象：市内在住の60歳以上の方
●定　員：各15名　　●時　間：午前10時30分～正午
●場　所：保健福祉センター 1階　高齢者交流室
●費　用：参加費100円＋材料費
●キャンセル料：当日キャンセルは、参加・材料費を頂戴します
●申込み：TEL：0797－32－7525（午前9時～午後5時30分）にて受付（先着順）

申込み開始

●対　象：市内在住の60歳以上の方
●費　用：内容によっては材料費等実費が必要な場合があります。
●申込み：不要（場所により人数制限があります。）
●お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会　TEL：0797－32－7530

お 知 ら せ I N F O R M A T I O N

●対　象：市内在住の70歳以上の方
●費　用：500円　　●時　間：正午～
●定　員：各40名（内 初参加の方5名までを優先受付）
●場　所：保健福祉センター 3階　調理・実習室
●キャンセル：開催日の前日からキャンセル料（500円）の支払い

が発生します。
●申込み：TEL：0797－32－7525

（午前9時～午後5時30分）
もしくはボランティア活動
センターにて受付（先着順）

高齢者会食懇談会
実施日 申込み開始

 9 月26日（木）
10月24日（木）

 9 月5日（木）
10月7日（月）

①と②のそれぞれの□に共通して入る漢字を合わせ
ると何という言葉になりますか？

「マクラメ編み」
～天使のアクセサリー～

写真左から
佐藤副市長、いとう市長、加納会長、中野副会長、堺副会長

「最近気になっていることがあるけど私だけ？」
「病院へ行くほどでもないけど少し心配なことが…」
「こんな時何科を受診すればいい？」
「お薬の飲み方はこれでよかった？」
という声をときどき耳にします。そこでそんなことを気
軽に相談できる場所があればと思い、昨年6月に「おしゃ
べりカフェ　にっち」を開きました。スタッフには薬剤師、
介護相談員、生活支援員もいます。
　場所は大桝町にある、「きらくえん倶楽部大桝町」の1階。毎月第1、第3土曜日
の午後2時から午後4時30分まで開店しています。
　始めてみると、スタッフ含めみなさま、おしゃべりが大好き。ちょっと甘い
ものとお茶があってお互いに気になることを話すことで、心と体にいい情報交
換の場になってきました。
　第1土曜日は、ご希望があれば血圧、体脂肪率、骨格筋率、からだ年齢など測ります。
　第3土曜日は、専門家を講師に座談会やイベントを開きます。

　7月20日は、音楽付き仕掛け紙芝居「あしやようかいものがたり　たろうとがたろう」
　　　　　　　　　紙芝居を行うボランティア団体『コケコッコ』
　8月17日は、「薬剤師に聞いてみませんか？気になっていること」
　　　　　　　　　協力：たいこう薬局

　年齢にこだわらず楽しいテーマを企画しています。
　会費は500円です。おいしい珈琲または紅茶とお菓子をご用意してお待ちし
ています。

　この講演会は、今年４月１日に芦屋市社会福
祉協議会と、芦屋ハートフル福祉公社が事業統
合したことを記念し、開催しました。
　オープニングは、兵庫県立国際高等学校 邦楽部のみなさんによる筝曲演奏を
披露していただきました。琴で奏でる現代風にアレンジした楽曲は、講演会を華
やかに彩ってくれました。
　今回は、同志社大学大学院社会学研究科　上野谷 加代子先生をお招きし、ご
講演いただきました。
　地域福祉を進めていくためには「いつ、だれが、どこで、なにをどのようにする
のか」を考えていかなければならず、特に「どのように」にこだわって実践していく
ことが大切であると教わりました。また、この度の事業統合はまさに絶好の機会で
あり、市民の皆さまからの期待に社協は応えていかなければなりません。そして、
地域福祉の財源である共同募金と民生委員・児童委員活動等の大切さを説明され、
地域活動の重要性を改めて認識することができました。すべての人々が地域、暮ら
し、生きがいを共につくり、高め合うことと、支え手側と受け手側に分かれないお
互いに助け合いながら生活する社会こそ「地域共生社会」であると語られました。そ
して、芦屋市における地域共生社会の実現に向けて、何ができるのか、地域住民、
ボランティア、保健医療関係者、福祉専門職、それぞれに役割があり、みんなが一
緒に取り組んでいくことこそが大切であるという言葉で締めくくられました。
　上野谷先生のご講演を聞くことができ、一人ひとりが「助け上手 助けられ上手」
となり、これからの自分の役割を改めて考える良い機会となりました。

9 月13日（金）
9月20日（金）
9月27日（金）
10月11日（金）
10月18日（金）
10月25日（金）

芦屋市社会福祉協議会

　会　長　加 納  多 惠 子
芦屋市社会福祉協議会

　会　長　加 納  多 惠 子

会　　長　加納多惠子（学 識 経 験 者）留任
副 会 長　堺　　　孰（社会福祉施設・団体）留任
副 会 長　中野久美子（社会福祉奉仕団体）留任
理　　事　岡本　直子（民 生 児 童 委 員）留任
　　〃　　　中田伊都子（民 生 児 童 委 員）留任
　　〃　　　中村　　博（社会福祉施設・団体）留任
　　〃　　　和田　周郎（社会福祉施設・団体）新任
　　〃　　　堀場　眞澄（福 祉 推 進 委 員）留任
　　〃　　　松木久美子（福 祉 推 進 委 員）留任
　　〃　　　塩路　伸世（地 　 域 　 組 　 織）新任
　　〃　　　安達　昌宏（関係行政機関・団体） 留任
　　〃　　　河盛　重造（関係行政機関・団体）留任
常務理事　中山　裕雅（学 識 経 験 者）留任
　　〃　　　鳥越　雅也（学 識 経 験 者）留任
監　　事　藤原　克彦　　　　　　　　　　　留任
　　〃　　　小林　正美　　　　　　　　　　　留任

理　　事　・　監　　事理　　事　・　監　　事
（任期　令和元年6月24日～令和3年度定時評議員会）（任期　令和元年6月24日～令和3年度定時評議員会）

　新しい令和の時代の始まりと共に、芦屋市社会福祉協議会は、事業統合後、新たな
期待に応えるよう歩み出しました。
　地域では、ますます多くの課題を抱える現状をふまえ、「地域共生社会」の中で行政・
関係機関等のご協力をいただきながら、丁寧な相談支援から対応まで推進するよう努
めてまいります。
　職員と役員一同が互いに信頼と連携を持ちながら、地域福祉活動と介護保険事業に
取り組んでまいります。皆さまのご支援、ご理解をよろしくお願い申し上げます。

芦屋市社会福祉協議会の
　　　　　役員が改選されました

ご あ い さ つご あ い さ つ

地　区 プログラム 実　施　日 場　所

精　道

手軽にできる
ストレッチと筋トレ※１

7月19日（金）、26日（金）
8月2日（金）、9日（金）、23日（金）、30日（金）
9月6日（金）、13日（金）、20日（金）、27日（金）
10月4日（金）、11日（金）、18日（金）、25日（金）  
 午後2時～午後3時30分

茶屋集会所

カラオケで健康に 8月13日（火）、9月10日（火）、10月8日（火）
 午後1時30分～午後3時00分 竹園集会所

カラオケで元気はつらつ 9月24日（火） 午後1時30分～午後3時30分 福祉センター2階　
団体会議室2

健康長生き体操
レレレの会

9月5日（木）、10月3日（木）
 午前10時30分～午前11時50分 Les芦屋

山　手 歌で楽しむ 7月18日（木）、8月29日（木）、9月19日（木）
10月17日（木） 午前10時～正午 大原集会所　

宮　川 ゲーム大会 10月21日（月） 午後1時30分～ 西蔵集会所
朝日ケ丘 気功 9月5日（木） 午後1時30分～ 朝日ケ丘集会所

三　条

さわやか体操

7月22日（月）、26日（金）
8月5日（月）、19日（月）、23日（金）、30日（金）
9月2日（月）、9日（月）、13日（金）、27日（金）
10月7日（月）、11日（金）、21日（月）、25日（金）
 午後1時30分～午後3時 三条集会所

三条歌う会エゴラド 7月27日（土）、8月24日（土）、9月28日（土）
10月26日（土） 午前10時～午前11時30分

ひこばえ※１ 7月17日（水）、9月18日（水）、10月16日（水）
 午後2時～午後4時

打出浜
歌おう会 9月2日（月）、10月7日（月）

 午後1時30分～午後3時30分 春日集会所
いきいき体操 7月15日（月）、9月16日（月）、10月21日（月）

 午後1時30分～午後3時
脳トレリズム体操 9月11日（水） 午後1時30分～午後3時 打出集会所

潮　見 音楽でリラクゼーション 10月15日（火） 午後1時30分～午後3時30分 潮見ゆうゆう倶楽部
音楽でリラクゼーション 10月 ※2　 午後2時～午後3時30分 陽光町市営集会所

浜　風 アクセサリー 7月19日（金） 午後1時30分～ 高浜町第3集会所祝儀袋 10月18日（金） 午後1時30分～
※1　新しく参加される場合はご一報ください。
※2　日程は前月に決まる予定です。詳しくはお問い合わせ下さい。

「マクラメ編み」
～天使のアクセサリー～

ヨーヨーモチーフの
ブローチ

あしやねっと♪がOPENされました
障がいのある人、そのご家族のために情報を見つけやすく、わ
かりやすく、使いやすく1つにまとめたオリジナルの情報発信
をするポータルサイトです。幼児期から高齢期までに必要とな
る行政サービスの案内や事業所・団体紹介、イベント情報など
が掲載されています。イベントやバリアフリー情報等について、
みなさまからの情報も随時募集しています。

あしやねっと
https://ashiyanet.jp

①　法□、  □状、  律□、  司□
②　□解、  □音、  □歌、  講□

「おしゃべりカフェ
　　にっち」です！

おしゃべりカフェ　にっち
代表　定藤　登紀子

福祉
講演
会

これからの地域共生社会
～私たちに何ができるのか～
　6月15日（土） 福祉センター 多目的ホール

〔広告〕


